
県
本
部
は

11

月

27

日
、

「
愛
媛
県
市
町
振
興
課
要
請
」

を
実
施
し
、

14単
組

15人
が

参
加
。
県
側
は
市
町
振
興
課

長
は
じ
め
７
人
が
対
応
。
秋

季
年
末
の
《
共
通
重
点
要
求
》

に
つ
い
て
「
市
町
振
興
課
の

見
解
」
を
受
け
、
各
単
組
参

加
者
が
職
場
実
状
や
改
善
要

望
を
伝
え
、
や
り
と
り
・
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
（
抜
粋

要
約
・
文
責
県
本
部
）

■
官
民
較
差
を
解
消
す
る
給

与
改
善
、
人
事
評
価
制
度

《
振
興
課
》
８
月
人
事
院
、

10月
愛
媛
県
人
事
委
員
会
が

「
民
間
給
与
水
準
と
の
較
差

を
埋
め
る
た
め
給
与
勧
告
」

を
行
っ
た
。
職
員
の
給
与
改

定
は
、
国
勧
告
・
県
勧
告
の

内
容
を
考
慮
し
、
地
域
の
実

状
ふ
ま
え
各
市
町
で
判
断
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
県
が
市

町
に
対
し
「
国
勧
告
、
県
勧

告
の
ど
ち
ら
に
準
拠
す
べ
き
」

と
言
う
立
場
に
は
な
い
。

《
振
興
課
》
人
事
評
価
制
度

は
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
組
織
全
体
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
を
は
か
る
こ
と

が
目
的
。
「
評
価
者
の
評
価

能
力
向
上
が
不
可
欠
」
で
同

時
に
「
評
価
さ
れ
る
側
が
納

得
で
き
る
制
度
が
大
切
」
と

市
町
に
助
言
し
て
い
る
。

■
人
材
確
保
、
両
立
支
援
推

進
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

《
振
興
課
》
市
町
の
技
術
職

員
不
足
の
状
況
は
伺
っ
て
い

る
。
採
用
方
法
の
工
夫
、
募

集
時
期
や
試
験
方
法
、
初
任

給
改
善
な
ど
を
市
町
が
適
正

に
判
断
し
、
人
材
確
保
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
労
働
時
間
の
把
握
･
管
理
、

超
過
勤
務
縮
減
、
手
当
支
給

《
振
興
課
》
厚
労
省
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
そ
っ
た
適
切
な
対

応
を
市
町
に
助
言
し
て
い
る
。

８
月
人
事
院
報
告
で
「
超
過

勤
務
命
令
の
上
限
設
定
」
が

出
さ
れ
、

10月
県
人
事
委
員

会
報
告
で
「
超
過
勤
務
の
縮

減
」
が
出
さ
れ
た
。
労
働
時

間
の
適
正
把
握
は
、
パ
ソ
コ

ン
ロ
グ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
先
進

事
例
を
紹
介
し
、
市
町
に
助

言
し
て
い
る
。
「
超
過
勤
務

の
自
己
申
告
と
実
態
の
乖
離

の
調
整
」
は
各
市
町
で
適
正

に
対
応
と
認
識
し
て
い
る
。

【
県
本
部
】
昨
年
か
ら
の

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の

議
論
も
あ
り
、
県
内
市
町
で

労
働
時
間
把
握
・
管
理
の
工

夫
や
変
化
が
少
し
ず
つ
生
ま

れ
て
い
る
。
た
だ
「
自
己
申

告
と
実
態
の
乖
離
」
の
認
識

は
職
場
実
状
と
離
れ
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ

り
具
体
的
助
言
を
要
請
す
る
。

■
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

《
振
興
課
》
会
計
年
度
任
用

職
員
の
制
度
設
計
は
、
総
務

省
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
と
づ
き

助
言
し
て
い
る
。
現
在
と
今

後
の
「
職
の
必
要
性
」
を
吟

味
し
、
財
政
事
情
も
考
慮
し
、

適
正
な
人
員
配
置
を
行
う
よ

う
助
言
し
て
い
く
。
総
務
省

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
あ
る
と
お

り
「
当
該
職
員
と
職
場
へ
の

情
報
周
知
」
と
「
職
員
団
体

等
と
の
協
議
」
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
給
与
に
つ
い
て

は
、
看
護
師
や
保
育
士
な
ど

は
事
務
補
助
よ
り
高
く
設
定

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

県
内

20市
町
は
来
年
６
月
ま

た
は
９
月
議
会
で
条
例
制
定

予
定
（
３
月
議
会
は
な
し
）

と
把
握
し
て
い
る
。

12

月
１
日
、
香
川
県
で

「
自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
第

30回
定
期
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
４
県

64人
が

参
加
。
午
前
は
《
７
つ
の
事

前
会
議
》
①
青
年
部
総
会
、

②
女
性
部
総
会
、
③
現
業
評

総
会
、
④
町
村
評
総
会
、
⑤

医
療
介
護
交
流
会
、
⑥
保
育

交
流
会
、
⑦
組
織
強
化
拡
大

交
流
会
を
開
催
。

午
後
の
《
労
働
学
校
》
で

は
、
松
繁
美
和
さ
ん
（
自
治

労
連
本
部
副
委
員
長
）
を
講

師
に
『
憲
法
と
地
方
自
治
』

の
テ
ー
マ
で
学
習
。
松
繁
さ

ん
は
「
憲
法
を
知
ら
な
い
人

が
憲
法
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
」
「
そ
も
そ
も
地
方
自

治
と
は
」
「
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
で
包
括
委
託
が
す

す
み
、
自
治
体
の
姿
を
変
え

る
動
き
が
全
国
で
起
き
て
い

る
」
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
《
定
期
総
会
》

で
は
、
筒
井
ブ
ロ
ッ
ク
議
長

が
「
四
国
で
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
を
つ
く
る
。
そ
れ
を

支
え
る
自
治
体
職
場
に
し
よ

う
」
な
ど
開
会
あ
い
さ
つ
し
、

「
活
動
経
過
」
「
決
算
予
算
」

「
活
動
方
針
」
の
報
告
提
案

を
受
け
討
論
。
青
年
部
・
女

性
部
・
現
業
評
と
保
育
交
流

会
と
各
県
か
ら

12人
が
発
言
。

こ
の
１
年
間
『
よ
さ
こ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
『
全
国
自
治

研
集
会

in高
知
』
な
ど
、
運

動
と
視
野
と
つ
な
が
り
の
広

が
り
を
反
映
し
、
討
論
時
間

が
足
り
な
い
状
況
で
し
た
。

青
年
部
「
よ
さ
プ
ロ
で
は
、

ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
が
、

仲
間
が
い
れ
ば
で
き
る
と
実

感
し
『
四
国
は
ひ
と
つ
』
が

心
に
刻
ま
れ
た
」
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

11

月
２
日
、
東
京
で
の

「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い

保
育
を
！
国
会
要
請
行
動
」

に
全
国
３
２
０
人
（
愛
媛
３

人
）
が
参
加
。
情
勢
学
習
な

ど
の
後
、
国
会
議
員
要
請
で

愛
媛
参
加
者
は
愛
媛
選
出
の

衆
参
６
人
の
国
会
議
員
を
回

り
、
７
月
豪
雨
災
害
で
の
保

育
所
の
状
況
を
参
加
者
が
説

明
す
る
と
、
白
石
洋
一
議
員

の
秘
書
が
「
み
な
さ
ん
の
思

い
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
紹

介
議
員
に
な
り
ま
す
」
と
持

参
し
た
２
千
筆
の
署
名
を
受

け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
翌

３
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

を
埋
め
る
３
千
人
が
「
保
育

大
集
会
」
に
参
加
。
集
会
後

の
銀
座
パ
レ
ー
ド
で
は
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
「
保
育
所
つ

く
っ
て
、
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
、

認
可
保
育
所
増
設
を
」
と
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

11

月

23

日
、
東
京
で
の

「
地
域
医
療
を
守
る
運
動
全

国
交
流
集
会
」
に
、
全
国
か

ら
１
５
６
人
（
愛
媛
２
人
）

が
参
加
。
集
会
は
「
住
民
と

共
同
し
て
自
治
体
病
院
・
地

域
医
療
を
守
る
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
全
国
の
報
告
で

秋
田
、
岩
手
、
徳
島
と
と
も

に
、
豪
雨
災
害
の
救
援
復
興

に
と
り
く
む
宇
和
島
市
立
吉

田
病
院
で
の
活
動
に
つ
い
て

石
村
さ
ん
が
報
告
。
「
水
道

含
む
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
分
断

さ
れ
、
病
院
機
能
維
持
に
職

員
一
丸
と
な
っ
た
努
力
」

「
愛
媛
と
全
国
の
自
治
労
連

の
献
身
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

支
え
ら
れ
た
」
「
大
量
の
水

を
必
要
と
す
る
病
院
施
設
へ

の
応
急
給
水
活
動
な
ど
、
自

治
体
に
よ
る
災
害
支
援
体
制

の
重
要
性
」
な
ど
も
紹
介
。

「
今
回
の
豪
雨
災
害
で
、
地

域
の
な
か
で
『
自
治
体
病
院

の
役
割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て

い
る
』
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は

11月
６
日

「
残
業
実
態
調
査
」
を
実
施
。

18時

30分
に
組
合
事
務
所
に

役
員

11人
が
集
合
し
、
４
班

に
わ
か
れ
て
本
庁
・
別
館
の

職
場
訪
問
に
出
発
。
１
回
目

19時
に
時
間
外
調
査
を
開
始

し
、
各
フ
ロ
ア
ご
と
に
２
～

３
人
の
役
員
が
回
り
、
管
理

職
を
含
め
残
業
中
の
職
員
を

確
認
し
、
残
業
し
て
い
る
職

員
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
お

菓
子
を
配
布
。
「
職
員
組
合

で
す
、
長
時
間
労
働
の
実
態

調
査
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
回
目

の
調
査
は

21時
に
実
施
。
参

加
役
員
か
ら
「
職
場
訪
問
で

普
段
話
せ
な
い
人
と
話
せ
て
、

お
菓
子
を
渡
す
と
『
笑
顔
』

も
見
ら
れ
た
こ
と
や
仕
事
に

対
す
る
『
本
音
』
が
聞
け
る

良
い
機
会
で
し
た
」
な
ど
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

（１） 第５０３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 １２月１５日

第 ５０３ 号

日 程

【12月】

15 県本部拡大執行委員会

16 女性部定期大会

17 社保庁不当解雇撤回裁判

高裁判決（高松）

27 県教委学校給食要請

【１月】

11 県本部拡大執行委員会

中予総支部代表者会議

愛媛労連旗びらき集会

12 自治労連組織集会

（千葉～13）

20 保健師部会幹事会

23 東予総支部代表者会議

24 自治労連中央委員会

（横浜～24）

26 愛媛労連中央委員会

【２月】

１ 南予総支部代表者会議

２ 非正規公共全国交流集会

（岡山～３）

９ 労働安全学習会

10:30～12:00

県本部中央委員会

13:00～16:00



今
治
市
職
は

10

月

31

日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

55

人
が
参
加
。
経
過
報
告
で
は
、

１
年
間
の
交
渉
や
協
議
で
の

前
進
点
や
継
続
課
題
、
「
職

場
の
声
」
を
報
告
し
「
組
織

拡
大
３
年
計
画
」
の
と
り
く

み
で
、
執
行
部
や
部
会
で
協

力
し
て
職
場
で
声
か
け
し
、

一
般
職
・
若
手
職
員
・
非
正

規
の
組
合
加
入
が
前
進
し
た

こ
と
を
報
告
。
方
針
で
は
、

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
に
、

引
き
続
き
「
組
織
拡
大
」
を

重
点
に
、
役
員
や
組
合
員
が

協
力
し
仲
間
を
増
や
す
こ
と

や
「
職
場
の
声
」
を
大
切
に

し
、
組
合
が
見
え
る
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
全
員
の
拍
手

で
承
認
。
討
論
で
は
、
青
年

部
、
保
育
部
会
、
女
性
部
・

給
食
部
会
が
発
言
。
村
瀬
委

員
長
が
退
任
し
、
佐
々
木
新

委
員
長
が
「
組
織
拡
大
を
前

進
さ
せ
た
い
」
と
決
意
表
明

し
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は

11月

22

日
「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

21人
が
参
加
。
方
針
提
起
で

「
来
年
か
ら
の
私
た
ち
の
処

遇
や
職
場
で
の
様々
な
動
き
」

に
対
し
、
①
賃
上
げ
の
流
れ

継
続
、
②
労
働
時
間
管
理
・

長
時
間
労
働
の
改
善
、
③
定

年
延
長
・
雇
用
と
年
金
の
接

続
、
④
会
計
年
度
職
員
制
度

の
導
入
対
応
、
⑤
市
民
の
た

め
の
水
道
事
業
と
職
場
改
善

を
《
運
動
の
課
題
と
目
標
》

と
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
来

年
の
定
期
大
会
で
執
行
部
の

世
代
交
代
を
《
一
番
の
課
題

と
目
標
》
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
本
部
役
員
か
ら
政
府

の
「
水
道
事
業
の
民
営
化
と

広
域
化
」
を
進
め
る
事
例
を

紹
介
。
報
告
・
議
案
・
規
約

規
程
改
正
案
を
承
認
し
、
終

了
後
は
「
恒
例
の
焼
肉
」
で

交
流
し
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

11月
９
日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
し

59人
が
参
加
。
は
じ

め
に
若
藤
委
員
長
が
「
今
年

４
月
に
異
動
が
あ
り
新
し
い

業
務
に
も
慣
れ
始
め
た
頃
に

７
月
豪
雨
が
あ
っ
た
。
災
害

対
応
で
職
場
が
混
乱
し
、
気

が
つ
け
ば
定
期
大
会
の
時
期

と
な
っ
て
い
た
。
み
ん
な
の

協
力
が
あ
っ
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
活
動
経
過
で

は
「
災
害
対
応
で
の
奮
闘
」

や
「
看
護
師
増
員
の
署
名
活

動
」
な
ど
を
報
告
。
運
動
方

針
で
は
、
①
労
働
時
間
短
縮
・

休
暇
取
得
増
に
向
け
た
増
員

要
求
、
②
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
交
渉
実
施
な
ど
が
強
調
さ

れ
、
「
職
場
の
グ
チ
が
言
え

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
要

求
前
進
に
向
け
た
第
一
歩
」

と
い
う
こ
と
を
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
・
医
療
介
護

支
部
は

11月

16日
「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
の
学
習
会
」

を
『
つ
く
し
苑
』
で
開
催
し

50人
が
参
加
。
は
じ
め
に
荻

野
支
部
長
が
「
今
回
の
組
合

定
例
学
習
会
は
『
会
計
年
度

任
用
職
員
』
に
つ
い
て
制
度

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
非
正

規
の
仲
間
に
ぜ
ひ
組
合
に
も

加
入
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
高
尾
県
本
部
委

員
長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

説
明
。
「
具
体
的
な
給
与
水

準
や
勤
務
条
件
を
決
め
る
に

は
当
事
者
の
『
声
』
が
一
番

大
切
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

説
明
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら

「
退
職
手
当
に
こ
れ
ま
で
の

勤
務
期
間
は
考
慮
さ
れ
る
の

か
？
」
「
福
祉
職
場
の
よ
う

な
変
則
的
な
勤
務
時
間
だ
と

フ
ル
タ
イ
ム
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
判
断
す
る
の
か
？
」

な
ど
の
質
問
や
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は

11月
３
日
、

12回
目
の
「
女
性
組
合
員
交

流
会
」
を
開
催
。
公
務
で
参

加
で
き
な
い
組
合
員
も
い
ま

し
た
が

54人
（
う
ち
子
ど
も

15人
）
が
参
加
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
４
つ
の
講
座
＝
①
タ

オ
ル
体
操
、
②
フ
ラ
ワ
ー
ミ

ニ
リ
ー
ス
、
③
が
ま
口
キ
ー

ケ
ー
ス
、
④
ク
ッ
キ
ン
グ
を

実
施
。
そ
の
後
『
笑
顔
の
子

育
て
、
あ
り
が
と
う
の
介
護

～
脳
は
心
、
脳
は
鏡
～
』
を

テ
ー
マ
に
学
習
交
流
会
と
秋

年
末
要
求
書
の
説
明
等
が
あ

り
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

「
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援

に
つ
い
て
、
実
際
に
治
療
中

の
方
の
想
い
を
聞
い
て
『
他

人
ご
と
で
は
な
い
』
と
み
ん

な
の
気
持
ち
も
変
わ
っ
た
と

思
う
」
「
要
求
し
な
け
れ
ば

叶
う
こ
と
も
な
い
、
要
求
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
！
」
な

ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
保
育
部
会

は

11月

22日
、
『
怪
獣
博
士
』

こ
と
原
坂
一
郎
さ
ん
を
講
師

に
『
聴
く
だ
け
で
保
育
が
楽

し
く
な
る
話
』
と
題
し
た

「
保
育
講
演
会
」
を
開
催
し

64人
が
参
加
。
こ
の
講
演
会

は
「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
！

明
日
か
ら
す
ぐ
役
立
つ
保
育

の
ヒ
ン
ト
を
！
」
と
企
画
。

保
育
者
の
実
践
を
交
え
た
お

話
と
手
遊
び
、
歌
と
怪
獣
の

イ
ラ
ス
ト
で
会
場
を
盛
り
上

げ
、
生
活
発
表
会
前
の
緊
張

し
た
保
育
士
の
心
を
温
か
く

包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
第
２

部
は
『
歌
で
伝
え
る
保
育
の

大
切
な
も
の
』
と
題
し
た
佐
々

江
辰
也
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
。

心
地
良
い
歌
声
は
参
加
者
を

大
い
に
魅
了
。
参
加
者
か
ら

は
「
楽
し
か
っ
た
！
久
し
ぶ

り
に
大
声
で
笑
っ
た
」
「
疲

れ
て
い
た
け
ど
元
気
が
出
た
。

良
か
っ
た
」
な
ど
た
く
さ
ん

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

■
今
年
も
は
や

12月
、
心
地

よ
い
季
節
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
、

日
暮
れ
も
早
く
な
り
慌
た
だ

し
く
１
日
が
終
わ
っ
て
い
く
。

だ
ん
だ
ん
と
冬
が
忍
び
寄
っ

て
く
る
。
あ
ぁ
憂
鬱
だ
…
。

（
西
条
・
山
内
）

■
年
末
は
毎
年
恒
例
の
家
族

と
一
緒
に
『
杵
つ
き
も
ち
』

を
作
り
ま
す
。
み
ん
な
集
合

で
き
れ
ば

18人
！
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。（
西
予
・
竹
森
）

■
今
年
も
残
り
わ
ず
か
な
日

と
な
り
ま
し
た
。
災
害
の
多

い
年
で
し
た
。
残
り
の
日
々

ど
う
か
来
年
は
平
穏
な
日
が

続
い
て
平
和
な
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
毎
日
走
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
が
休

ま
ず
続
け
て
４
２
・
１
９
５

キ
ロ
挑
戦
し
た
い
で
す
。
継

続
は
力
な
り
！

（
宇
和
島
・
横
田
）

■
７
月
の
災
害
直
後
、
薬
局

に
行
く
と
飲
料
水
コ
ー
ナ
ー

が
ほ
ぼ
売
り
切
れ
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
数
カ
月
経
ち
、
い

つ
の
間
に
か
平
穏
な
日
常
の

中
で
過
ご
し
て
い
る
日
々
。

今
だ
か
ら
こ
そ
備
蓄
米
な
ど

非
常
時
に
何
が
必
要
な
の
か

夫
婦
で
話
し
て
い
ま
す
。

（
西
予
・
西
崎
）

■
高
校
生
の
娘
の
進
路
が
決

ま
り
一
安
心
で
あ
る
。
４
月

か
ら
は
鳥
取
で
大
学
生
と
し

て
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、

ど
う
か
学
生
生
活
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

私
も
来
年
か
ら
は
鳥
取
へ
遊

び
に
行
く
回
数
が
増
え
そ
う

で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０３号

２０１８年 １２月１５日

■
５
０
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
エ
ド
ガ
ワ
コ
ナ
ン
」

（
江
戸
川
コ
ナ
ン
）
で
し
た
。

正
解
は

14通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

西
崎
み
ど
り
（
西
予
）

横
田
知
大
（
宇
和
島
）

山
内
真
由
美
（
西
条
）

白
石

聡
（
今
治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
１
月

27日
【
発

表
】
５
０
５
号
（
２
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①予想と違う。意外に。

○○○○○○良くできた

④新しく漬けた漬物。○○○○⇔古漬け

⑦次々に積み重ねること。○○○○赤字

⑧厳しい暑さ。○○○○⇔酷寒

⑨お金に関する運勢

【タテのカギ】

①もめ事や話し合いの妥協点。

○○○○○○を探る

②芋が次々出てくるように連鎖する状態。

○○○○○○に検挙される

③○○、保母。現在は男女とも保育士に。

⑤軽四輪自動車の略称

⑥何も入ってない缶。ポイ捨て禁止

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

放
送
中
朝
ド
ラ
の
モ
デ
ル
の
実
業
家

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


